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印西市立原山小学校における生成AIを活用した授業実践
印西市立原山小学校において、 「NPO法人 みんなのコード」と連携した生成AIを活用した

授業が行われました。
生成AI(ChatGPT)については、その利活用について様々な議論や懸念の声が挙がり、注目

を集めています。原山小学校では、「生成AIの特性を知り、どのように向き合い、活用していけ
ばよいか」を学ぶため、学習に取り入れました。

授業や取組の様子を紹介します。

（１）指導計画(略案) ５年生「AIって何だろう？」

OPEN AI社による規約
①サービスの利用は、１３歳以上
②１８歳未満は、親または法定後見人

の許可が必要 としている。

原山小学校では、全８時間の指導計画のもと「ＡＩって何だろう？」の学習に取り組みました。
指導計画やChatGPTの年齢制限等について紹介します。

ChatGPT年齢制限について

「情報探究」の学習
本校は、教科等横断的な視点で児童の情報活用能力を

体系的に育成するため、「持続可能な開発目標（SDGs）」
をテーマとして取り組んでいます。今年度からは、「情報探
究」として、総合的な学習の時間や生活科の一部でデータ
サイエンス、情報デザイン、コンピュータ・ネットワークなど
の領域を体系的に学ぶカリキュラムを導入しています。こ
のカリキュラムの一環として、コンピュータ・ネットワーク領
域のAIに関する単元を設け、目標としては、児童がAIの特
性を理解し、その活用の在り方を考えることができるよう
になることを目指しています。

生成AIを活用した学び
本日の授業（７・８時）では、児童は教育用対話型AIサンド

ボックス「&box Classroom」を使用しました。このサー
ビスは、生成AIを活用した授業を行うために、「NPO法人
みんなのコード」により開発されたもので、教師の監督の
下で児童が生成AIと協力して学ぶことができる環境を提
供しています。児童は早い段階から、対話型AIの回答の傾
向に着目し、その特性を確認するための対話を行っていま
した。実際、児童が「&box Classroom」に書き込んだロ
グは2500以上あり、この対話の進行状況が明らかになり
ました。対話の後、児童は生成AIとの接し方について意見
を交換し、それぞれ自分の考えを深めることができました。
今後も、児童が高度な技術を「どのように活用すれば自分
を高めることができるのか」、「どのような社会貢献につ
なげられるのか」という視点で考え活用できるよう、適切
な学びを継続していく予定です。

保護者との連携
なお、この単元を実施する前には、保護者から生成AIを

授業で使用することについて書面で許可を得ています。ま
た、本校では、PTAを中心に保護者と協力して「生成AI等
を中心とした高度技術への接し方ガイドライン」を作成して
います。

印西市立原山小学校
松本 博幸 校長から

最近よく聞くけど
「AIって何だろう？」



（２）授業の様子(２時間展開)
この授業では「文章生成AIのしくみを知り、これからどのようにかかわっていけばよいか考え

る」ことをねらいとし、学習活動に取り組みました。
保護者の理解及び協力、そして専門的な知見を有する外部人材の助言によって、全国的に見

ても先進的な生成AIについての授業が実践されていました。

①教師が「ドラえもんって知ってる？」と入
力すると、生成AIがすぐに答えました。

②授業のめあてを確認し、児童１人１人
に対話型AIの使い方を教えました。

③対話型AIを使う時の注意点を全員
で確認しました。

④実際に、色々な質問をしてみました。

⑤対話型AIを使ってみて、「気がついたこ
と」「疑問に思ったこと」を整理しました。

⑥「同じ質問をしても違う答えが返って
きたこと」などに気付きました。

※対話型AIの仕組みについて、「ＮＰＯ法人 みんなのコード」の方が
分かりやすく説明してくれました。


